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KEIO 2020 project 最大の目標であった事前キャンプが無
事に終了し、 7年に及ぶ私たちの活動は、終わりを迎えよ
うとしています。

これまで以上に「つながり」の大切さと、人とスポーツが
持つ「力」の大きさを実感した、東京2020オリンピッ
ク・パラリンピック。この大会に携わった経験は、メン
バーひとりひとりの学生生活において、大切な1ページと
なりました。

活動を通して得たかけがえのない経験を、未来へつなげた
い。そんな想いで、2020年・2021年の軌跡を振り返りま
す。

これまで KEIO 2020 project に携わってくださったすべて
の皆さまに、感謝を込めて。

Start!
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＜メンバー構成＞
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▼追いコンの様⼦。写真撮影は2020ポーズで。
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部署総括

メンバーをはじめ、塾生や地域の方々
を巻き込んで、事前キャンプを盛り上
げることを目的として活動してきた。
コロナ禍においても歩みを止めること
なく、オンライン企画や、全員が前を
向ける企画を立ち上げた。英国代表選
手団・メンバー・塾生・地域の方々な
ど、企画の対象を柔軟に設定し、実施
できた点は良かったと感じている。ど
の企画も地域の方々、講演会のゲスト
の方々などのたくさんのご協力のおか
げで成功させることができた。

多様なコンテンツを用いてTwitter・
Instagram・Facebook・ホームページ・
noteの各種SNSにおける情報発信から、全
12回にわたる港北区区報へのコラム掲載ま
で、幅広く広報活動を行う。継続的に情報
発信をすることでフォーマルな広報媒体と
しての役割を担うだけでなく、団体の認知
向上やメンバーのモチベーションアップ、
オリパラを盛り上げる機能も果たすことが
できたと感じている。特にオリンピック・
パラリンピック事前キャンプ期間中には、
媒体を通して選手の反応を伺ったり、交流
したりでき、目的を果たすことができたと
いえる。

広報部

企画部

団体の円滑な運営のため活動してきた5つの
部署。私たちは意思決定の効率化を優先し、
状況に応じて組織体制を柔軟に変えてきま
した。ここでは、各部署が総括をし、活動
を振り返ります。

▼スポーツボランティア研修会

▼アスリートトークイベント(上)と
⽇吉メディアセンターでの特別展⽰(下)
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部署総括

SU総括

▲実際に作成した選⼿名鑑
約40名の生徒が、合計8種目の
英国代表選手をリサーチ。

運営委員会や内部企画・会計など団体全
体に関わる活動を実施する役割を担って
きた。2020年度の方針を団体全体に共有
する説明会やラジオ企画・内部クイズ大
会を実施。気軽に参加しながら団体の魅
力を知ることができる活動を続けたとと
もに、団体メンバーの意向を汲み取り活
動に反映させてきた。より多くのメン
バーを活動に巻き込むことができたと考
える。

オリンピックのサポート後について考える
と共に、レガシーについて考えることを目
的とし、 2019年12月新体制発足と同時
に新たな部署として、設立。 全体MTGの
場で、レガシーやオリンピック後の活動内
容について話す機会を設けた。2020年7
月には、レガシーをどのように残すのかを
より深く検討するため、BC翻訳チーム※
やレガシーリサーチ班を新たに創設し、活
動した。

※国際的なスポーツイベントにおける大学の役
割と機会についてまとめた、British Council
からいただいた資料（126ページ） を翻訳す
るため結成。

総務部

未来先導部

＜具体的な活動＞
・ボランティアハンドブック、選手名鑑の作成
・勉強会（スポーツボランティアの心構え）
・施設の把握のための日吉キャンパスツアー
・ひよしマップ、バリアフリーマップの使用の確認 など

各競技のスペシャリストから、
事前キャンプ全体のサポーターへ

事前キャンプにおける円滑な運営を目
的として活動してきた。当初は同じ目
的の下SU毎に活動していたが、新型コ
ロナウイルスの影響で事前キャンプに
おいて選手と直接関わる機会が減り、
競技に特化した仕事がなくなったため、
SU体制から事前キャンプ部へと移行。
実際、コロナ渦におけるボランティア
活動には限りがあったが、どの活動も
意義があり、ボランティアに生かすこ
とも、レガシーを新たに生み出すこと
もできた。

事前キャンプ部
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バリアフリーマップ in⽇吉

パラリンピック選⼿を迎えるにあたり、少なくともキャン

パス内のバリアフリー情報を整理してまとめてお伝えする
必要があるのではないかという学⽣の意⾒からこの企画が

発⾜した。メンバーは途中で卒業などで⼊れ替わりもあり
ながら10名前後で取り組んだ。地図作りなど誰も経験した

ことがないため、とにかく最初は⼿探りでなかなか進捗が

得られない時期も続いたが、様々な⽅からご意⾒を頂いた
り実際の経験をお聞きしたりして、キャンパス内のフィー

ルドワークを重ね、少しずつ⽬に⾒える形に作り上げて
いった。最初は⼿描きで情報を整理していた地図も

illustratorで編集し、表紙のデザインなども楽しめるよう
なマップが出来た。

案内⽤図記号（ピクトグラム）⼀覧
地図などには、視⼒の低下した⾼齢者や障害のある⽅、外国⼈観光客も理解ができるようにピクト
グラムを⽤いて情報を提供している。今回はそんなピクトグラムをいくつかピックアップしてみた。

初めて意味を知りました。

この記号があれば、みんな
が安⼼して使えますね！

こども⽤の記号はあまり⽬に

したことがない気がします。
それにしても可愛い…

記号の形で場所の区別がつ

く上に、上の記号は物が緑
で下の記号は物が⽩になっ
ていて、より区別できるよ

うになっているのが、もの
すごくありがたいです！

⾊が緑と⽩で安⼼感を与え
てくれるのも感謝です。

バリアフリーマップとは、⾞いす利⽤者や⾼齢者の⽅々がバリアフリー情報（多機能トイレの
位置や通路の段差情報など）を知ることができるマップである。KEIO 2020 project では

⽇吉キャンパスおよび⽇吉商店街のバリアフリーマップを作成した。

活動内容
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キャンパスを訪れた⼈や、キャンパスに⾏きたいと思っ

ている⼈が事前に注意すべき箇所を確認するなどして、
より快適な移動にぜひ役⽴てられてほしい。また、⼤会

後もバリアフリーに向けた取り組みが進み、マップ上だ
けでなく実際のキャンパスそのものがもっと沢⼭の⼈に

とってフレンドリーな施設に変わっていけばと思う。結

果として、パラスポーツが学内でもっと盛り上がったり、
これまで障がいを理由に⼊学を懸念していた学⽣が不安
なく⼊学できるような未来につながってほしい。

完成したバリアフリーマップに
ついて

↑ キャンパス内に加えて作成した⽇吉商店街のバリア
フリーマップの⼀部

日吉商店街のバリア
フリーマップ

⽇吉キャンパス内のバリアフリー

マップに加えて、⽇吉商店街のバ
リアフリーマップの作成も⾏っ

た。このマップでは、商店街内の
段差や傾斜といった情報が画像で

掲載されていたり、道路を異なる

⾊の線で塗りつぶすことで各道の
特徴が記されていたりするので、

障害のある⽅はもちろんのこと、
そのほかの⼈たちにも⾮常に役⽴

つマップとなっている。
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UNITE GB/UNITE PARALYMPICS
本来であれば多くのサポーターが直接声援を送り、その応援は選⼿が異国の地でも本来の
⼒を発揮する助けとなっていたことだろう。しかし、今年はコロナ禍の⼤会であったため
それが難しく、選⼿に応援が届きにくい状況となってしまった。そのような状況だからこ
そ、選⼿がいつも通りの⼒を出せるような、ʻ新しいʼ応援を⽬指して発⾜した企画だった。
⽇本にいるサポーターのみでなく、イギリス現地のサポーターにも声をかけ、動画作成、
そしてFarewellカードづくり等を約20⽇でやり遂げた。

6⽉25⽇〜7⽉10⽇：動画集め

できるだけ多くの動画を集めるために、メン
バーの知り合いでイギリスに関係のある⼈を
頼ったり、イギリスと関係のある企業に連絡を
取ったりした。動画締め切り期限1週間前の時
点で提出された動画はまさかのゼロ。思うよう
に集まらず、⼤変な思いもしたが、動画を通し
て選⼿に熱い思いを伝えたい、選⼿をベストな
コンディションで選⼿村へ送り出したいという
気持ちは⼤きかった。
パラリンピックの際はこの反省を⽣かし、企業
に連絡を取ったり、より早い段階から催促した
りして、スムーズに動画集めを⾏うことができ
た。

〜7⽉14⽇：動画編集・メダル作成・Farewellカード作成

メダル作成は当初、全く予定になかった。
しかし、選⼿がオリンピック・パラリンピッ
クでメダルを獲得できるように、そして⽇本
らしいお⼟産がカードと⼀緒になっていたら
喜んでもらえるのではないか、と考え、折り
紙でメダルを折ることにした。
カードもメダルも、イギリス国旗カラーであ
る⾚や⻘が⼊る配⾊で作成した。
パラリンピック時には、Farewellカードはユ
ニバーサルカラーを使⽤し、どのような⽅で
も⾊を楽しめるようにし、動画には字幕を付
けた。
Farewellカードを印刷したときは、画⾯で⾒
ていたものが実際に形になっていくのに⼤き
な達成感を感じた。
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7⽉15⽇：包装作業

作成した応援動画にアクセスできるQRコー
ドをメダルの真ん中に貼り付け、そして、
Farewellカードと⼀緒に透明な袋に封⼊し
た。パラリンピック時には、QRコードを突
起のあるテープで囲うことでどこにQRコー
ドがあるのかをわかりやすくした。
封⼊作業は、量も多く、⼤変だったが、これ
が選⼿に届く最終形だと思うと、丁寧にやろ
うという気持ちになった。綺麗にできたのを
みて、選⼿たちも喜んでくれると嬉しいなと
思った。

7⽉17⽇〜：ついに選⼿のもとへ

各競技の選⼿が選⼿村へ出発する⽇に、競技
代表の⽅に⼿渡しした。その際に、封⼊物の
説明と、QRコードを読み取ってほしい、など
の事を伝えた。
その後、動画やカードを⾒た選⼿や関係者の
⽅からの反響をいただき、とても嬉しい気持
ちになるとともに、⼤きな達成感を感じた。
また、トップアスリートの⽅をこのような形
で応援するという貴重な経験ができたことは
とても光栄だった。そして、多くの⽅々に快
く協⼒していただき、そのご協⼒に私どもも
勇気をいただけた。
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TeamGBを選手村へ送り出し、ParalympicsGBの来日
が迫っていた8月上旬に、「折り紙メダル」をぶら下げ
た展示台を協生館と記念館内でパラ選手の目に留まりそ
うな場所に設置した。100個の折り紙メダルは、パラ選
手と直接関わることができない代わりに、選手が手に取
り、持って帰れる折り紙メダルで応援するために、慶應
義塾横浜初等部の小学生達が作ってくれた。イラストや
英語の手紙が添えてあるものもある。このメダルを自身
のSNS上に載せてくれた選手もいた。

ボランティアの知識を全員が持ち、選手のサポートを円滑に進
めることを目的として進めてきたボランティアハンドブック作

成。2020年5月から2021年3月にかけて、事前キャンプ部や
SUメンバーに呼びかけて一緒に作成に取り組んできた。内容と
しては、「受け入れ競技一覧」や「ボランティアの心得」など

を記載し、各競技の写真も挿入する工夫も行い、誰もが見やす
いハンドブックになるよう心がけた。「事前キャンブを通じて、

準備の大切さを実感し、少しでも本番を迎えられる体制づくり
に貢献したい」、「有形レガシーを残したい」という熱い思い
を持ったメンバーとともに、一致団結して活動した。

各SUに協力をお願いする形をとっていたため、全SUの取りま
とめやコミュニケーションが難しい点であった。一方で、見や

すいボランティアハンドブックを作成したいというメンバー内
での共通認識のもとでいろいろなアイデアを出し、協力して作
成できたことは、他者との協力の大切さを学ぶことにつながっ

た。スポーツボランティアとしてボランティアの基礎を学び、
スポーツに貢献できることは、貴重な経験であったと感じてい

る。

↑ボランティアブックの表紙

・活動内容

・感想

①ボランティアハンド
ブック作成

②メダル制作

事前キャンプが行われる前に様々な企画を
行ってきた私たち。このページではそのうち

の二つの企画について紹介する。
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GB見守り
隊

装飾 お出迎え

お見送り
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ンタリー

30 

20 

10 

0 

(人) 

⾒

内閣官房東京オリンピック競技⼤会・東京パラリンピック競技⼤会推進本部
事務局より、ホストタウン交流の推進に関し極めて顕著な貢献をした団体な
らびに個⼈に贈られる賞を受領。7年間に及ぶ、KEIO 2020 projectの様々な取
り組みがこのような結果に結びつき、メンバー⼀同嬉しく思っています。

ホストタウン功労者感謝状をいただきました！

GB
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2019年の事前キャンプとは
全く異なる状況下・活動では
あったが、最終的に選⼿を良
い形で送り出すという⽬標を
達成できたと思う。

パラスタッフの⽅が
「チームを⽀えてくれる
⼈も全員チームだと思っ
ている」と⾔っており、
選⼿団は「チーム」をど
れだけ重要視しているか
が印象的だった。

選⼿のお⾒送りの際に、
選⼿の⽅々の「ありがと
う」という声を聞くこと
ができたり、笑顔を⾒る
ことができたりしたこと
が印象的で、とても嬉し
かった。

相⼿（イギリスの選⼿）
の⽴場にたって、何をし
たら喜んでもらえるのか
を考えるということはと
ても学びになった。

1⼈1⼈が⼩さな⽬の前の
業務に対して、意志や責
任感をもって取り組ん
で、それが積み重なっ
て、イベントの成功につ
ながることを学んだ。

事前キャンプに参加したメンバーの声
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装飾紹介
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Team GB交流会
すぐそこでイギリス選⼿達が練習をして
いるのに、コロナ対策のため学⽣が選⼿
と関わることができないまま選⼿村へ
発ってしまう状況に悶々としていた。何
かできないかと模索していた最中、BOA
側からオンラインでの交流を提案して頂
き開催に⾄った。

Q. フェアウェル動画や装飾についてどう思いましたか？

A．
Kris5an
選⼿たちは、看板、横断幕、そしてビデオを、すごく喜んでいました。今回は、家族や友⼈が近くで応
援できない状況下でしたが、応援されている、歓迎されていると感じることができ、トレーニングに
も集中できたと思います。選⼿を代表して、感謝させていただきます。
Nicola
私も同じことを⾔いたいです。いろいろ準備していただき、ありがとうございました！特に協⽣館でけ
ん⽟やトントン相撲などで選⼿やスタッフが真剣になって遊んでいたのがとても⾯⽩かったです。この
ような⼩さな⽇本らしさが、⽇本にいるという実感を与えてくれました。

Q．なぜ事前キャンプ地に慶應を選んだのですか？

A．
Nicola
偶然の縁がきっかけでした。王室の第⼀王⼥が、⽇本の皇室関係者の1⼈が慶應⼤学出⾝であることをご存
じで、そこから慶應⼤学が初めて紹介されました。そして私たちの求めていた要件全てを満たしていた、
という所からあなた⽅の⼤学が第⼀候補に挙がったんです。Team GBは、相当こだわって事前キャンプ地
を決めました。そのため、あなた⽅は、⾃分⾃⾝を誇っていいと思います。⼤学としてそういった施設が
あることや、関わりたいと思った⼈たちがたくさんいることは素晴らしいことです。
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Q．オリンピックの延期についてはどうお考えですか？

A．
Kristian
そうですね、これは事前に答えを準備しておいたら良かったかも笑
選⼿たちと話して感じ、そして⾃分がまだ現役だったとしたら、まずはオリンピックが開催されているこ
とに感謝しています。制限もたくさんあって、規模の⼩さな開催になりましたが、ほとんどの選⼿は競技
をすることができるだけでありがたく思っていると思います。ある選⼿にとっては最期のオリンピック、
はたまたある選⼿にとっては初めてのオリンピックだったりします。どちらにせよ、すべての選⼿がこの
⼤会に向けてとてつもない努⼒をしたのは確実です。そういう意味では、開催してよかったと思います。
Nicola
スポーツやそれにかかわる⼈からするとオリンピックは世界中の⼈が集まるスポーツフェスティバルのよ
うなものです。⼤会の開催を実現できた東京都はとてもすごいと思います。さらに、安全を徹底して実施
できたのはすばらしいです。遅延をして難しい期間を経験しましたが、オリンピックに参加できること⾃
体が⼤変すばらしい機会です。私たちもPCRテストをたくさんうけており、この⼤会を安全に終えられる
ように努めています。東京オリンピックでは⽇本の⼈びとが開催できるようとても真摯に働いてくれたと
思います。そこに感謝をし、また、このような状況でもスポーツを楽しみたいと考えています。

Kris%an Thomas さん（左）
元体操選⼿。ロンドンオリンピックでは銅メダルを獲得したすごい⼈。

Nicola Phillips さん（右）
イギリス選⼿団の東京2020オリンピック事前キャンプの最⾼責任者。

参加してくださった⽅

▲交流会のラスト、サプライズで応援動画を⾒てもらったのちに、参加者全員で応援メッセージを送った時の様⼦。
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事
前
キ
$
ン
プ
後
の
活
動

!"#$%%$&'()%🏹
「様々な制限が課される中で、各々が自らのできるこ
とを考えプラスに動いている」という共通点がある
アスリートと塾生が交流することで、東京大会を未来
へとつなげる企画。 9/21(火)に、慶應義塾大学出身で
東京五輪アーチェリー男子代表の武藤 弘樹選手をお招
きし、開催した。武藤選手は参加者1人1人の質問に丁
寧に答えてくださり、温和な雰囲気の中、素敵な時間
を過ごすことができた。

!"#$!"# !"#$%&
港北区で活動している団体として、どのよう
な活動を行っていたかを発表する場を設けて
いただいた。当団体は2018,2019年も出展さ
せていただいている。オンライン開催になっ
てからは初めての出展だったが、多くの方に
当団体のページをご覧いただけた。

月に1回ペースで、計12回の交流会と3回の
イベントをオンラインで実施してきた。
9月に行った最初のイベントは、2日間にわ
たりクイズ、マップ作成、講演会をコンテ
ンツとする大規模なイベントとなった。
コロナ禍で各団体が悩みを抱える中、励ま
し合うような場として機能した上、大学間
の連携企画が注目を集めたことで、メディ
アを通じた知名度の向上にも繋がった。

BRidGeは2020年4月に各大学のオリパラ
関連団体によって結成されたプロジェクト。
各団体のノウハウ共有、連携企画を通じた
知名度向上を背景に設立された。早稲田、
上智、立命館、立教、明治学院、そして、
慶應の6団体により組織されている。

どんなプロジェクト？

活動内容を教えて！

!
経
験
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
!

自分たちの考えたことが形になったことに加えて、
イベント後に嬉しい反響をいただき、自信につな
がった。同じ想いをもつメンバーと試行錯誤を重ね
たからこそ、より達成感が生まれると感じたので、
やりたいと思ったことを1人ではなくみんなででき
る環境づくりが大切だと学んだ。

五輪(スポーツ) × 慶應× コロナ禍

主な出展内容としては、当団体の紹介や
事前キャンプにおける取り組み、日吉商
店街の方にご協力していただき作成した
Welcome動画の紹介など。

企画メンバーの声

＜トークセッションの内容＞
・アーチェリーの魅力
・東京2020 大会アーチェリー
男子団体で日本を銅メダルに
導いた瞬間の裏話🥉
・自分自身との向き合い方
・目標の立て方と実現方法
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Krysten Coombs選⼿×慶應横浜初等部

広報よこはま
港北区版コラム掲載

＼交流会開催／

▼メンバーがこだわって選んだ写真を⼀部
ご紹介！

▼交流会の様⼦▼交流会の企画メンバー

選⼿団の練習場所に飾った折り紙メダルを⾒たクームス
選⼿が、直接選⼿と関わることができない⽣徒たちの気
持ちに応えてくださる形で会が実現。
交流会は、選⼿への挨拶と銅メダル獲得のお祝いで開始
し、その後、クイズ⼤会やQ&Aセッション、選⼿から
エクササイズを教えて頂くなど盛りだくさんの内容と
なった。400名を超える⼩学⽣が参加し、1週間前に⼩学
⽣とリハーサルを⾏った甲斐もあり、とても有意義な交
流会となった。

⾒

⾒

KEIO 2020 
project

企画メンバーの声

10⽉27⽇(⽔)に英国パラリンピック
バドミントン代表のクリステン・
クームス選⼿と慶應義塾横浜初等部
の⼩学⽣の交流会を開催。交流会の
きっかけとなったのは、横浜初等部
の⽣徒たちが英国パラ選⼿を応援す
るために折り紙で作成したメダル
だった。

港北区の担当者の⽅よりお誘いを受
け、地域の皆さんに事前キャンプをよ
り⾝近に感じて頂き、もっとオリパラ
を楽しんでもらうためにコラム連載を
開始し、2019年から2021年まで、計
12回にわたって執筆。
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KEIO 2020 project 大感謝会！
2021.12.15

本イベントの企画メンバーだけでなく、
KEIO 2020 projectに所属する学⽣全員で
感謝の気持ちを伝えるため、多くのメン
バーがメッセージ動画や寄せ書きの作成に
携わり、感謝の気持ちを届けることができ
たと感じている。当⽇は、これまでお世話
になった約40名の関係者の⽅々が参加。

①これまでKEIO 2020 projectに携わって頂いた⽅々に5年間に及ぶ活動を報告することを通じて
感謝の意を表す。

②活動を広く発信することで、レガシーを創り出す。

開催の⽬的

これまでの企画に協⼒いただいた皆さまだけで
なく、KEIO 2020 projectを応援して頂いてい
るすべての皆さまに向けて感謝を伝えたいとい
う思いで、企画メンバーは10⽉より準備を進
めていた。当⽇は、学⽣メンバーによる5年間
の活動報告、共同代表3名による挨拶、学⽣か
らのメッセージ動画 ”Thanks動画”のお披露⽬
など盛りだくさんの内容で、1時間のイベント
は盛況のうちに終了した。

会の終盤には、慶應横浜初等部の皆
さまからの⾊紙をはじめとする関係
者の⽅からのサプライズプレゼント
も。メンバーにとっても⾮常に感動
的な会となった。

Scoop!
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一番忙しかったのは誰？！
～代表の一日～

事前キャンプ中、KEIO 2020 project 代表のゆうさんとあゆさんが忙しそうにしていたこと、皆さ
んも記憶に新しいと思います。そんな彼らの⼀⽇に密着しました。

鮎さん（午後）鮎さん（午前）

ゆうさん（午前） ゆうさん（午後）

信じられないくらい忙しく、KEIO2020project
のことばかりやっていたんですね…。
お疲れ様です、ありがとうございました!
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どんなモチベーションで
この⼀年すごしてた？

東京2020オリンピック・パラリンピックは、異例の1年延期となりました。
団体を引っ張ってきた代表2⼈はどのような⼼持ちだったのでしょう？

2021年2⽉

やはり、延期でモチベーションは下がりましたよね…。
それでも素晴らしい事前キャンプにするために、リーダー
シップをとってくださり、ありがとうございました！！

鮎さん

ゆうさん
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鮎澤誠二×杉山佑
代表インタビュー

事前キャンプも終わり、活動がひと段落ついた2021年11⽉。
KEIO 2020 project 共同代表として団体を引っ張ってきた、鮎澤誠⼆さん(商学部3年)
と、杉⼭祐さん(理⼯学部4年)にお話を伺い、団体の活動を振り返ってもらいました。
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か
ら
︒

!
あ
︑
そ
う
な
ん
で
す
か
︒
そ
れ
も
反
対
︒

結
局
︑
多
少
違
い
は
あ
れ
ど
似
た
も
の
同
⼠
だ
と
思
う
︒

鮎
澤

ま
あ
︑
リ
!
ダ
!
に
対
す
る
考
え
⽅
が
違
う
︒

杉
⼭

ち
Ò
こ
`
と
だ
け
ね
︒

▲懇親会を企画してくれたあゆさん。この⽇は1・2年⽣
メンバーでボッチャとシッティングバレーを楽しみました。

杉
⼭

た
ぶ
ん
違
う
と
し
た
ら
︑
い
つ
が
⾟
か
`

た
り
忙
し
か
`
た
り
し
た
`
て
感
じ
る
か
で

し
Ò
？

鮎
澤

忙
し
か
`
た
時
期
と
⾟
か
`
た
時
期
は
違

い
ま
す
け
ど
︑
忙
し
か
`
た
時
期
は
こ
の
前
の
６

⽉
︒

団
体
的
に
⾟
か
`
た
の
は
た
ぶ
ん
コ
ロ
ナ
に
な
`

て
す
ぐ
じ
Ê
な
い
で
す
か
︒

自
然
体
な
人
.

忙
し
い
6
充
実
と
感

じ
ら
れ
る
人
.

!
め
ち
Ê
く
ち
Ê
な
事
を
要
求
し
て
た
ん
で
す
か
？

杉
⼭

全
然
記
憶
に
な
い
笑
︒
そ
ん
な
俺
︑
違
う
と

思
`
て
な
い
し
︑
は
`
き
り
い
`
て
︒
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４
年
⽣
の
活
動
量
が
減
`
て
き
て
︑
３
年
⽣
が
上
に

い
て
︑
２
年
⽣
が
声
が
出
し
に
く
い
み
た
い
な
状
況

だ
`
た
時
に
は
︑
動
き
に
く
い
な
あ
`
て
い
う
葛
藤

は
あ
り
ま
し
た
︒
コ
ロ
ナ
`
て
い
う
の
も
あ
`
て
よ

り
感
じ
て
た
部
分
か
な
K
︒

事
前
キ
�
ン
プ
期
間
中
で
⾔
え
ば
︑
⾃
分
た
ち
も
動

け
る
場
所
が
あ
る
け
ど
︑
な
か
な
か
時
間
を
取
る
の

も
難
し
い
し
︑
責
任
を
持
て
る
部
分
も
限
ら
れ
て
く

る
︒

い
ろ
ん
な
葛
藤
を
感
じ
な
が
ら
︑
リ
!
ダ
!
と
し
て

だ
`
た
り
︑
団
体
の
⼀
員
と
し
て
だ
`
た
り
活
動
し

て
た
か
な
︒

!
結
果
的
に
は
満
⾜
し
て
ま
す
か
？

杉
⼭

満
⾜
で
き
て
る
︒
あ
れ
だ
け
︑
イ
ギ
リ
ス
の

⼈
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
た
し
︑
⼤
学
内
で
も
反
響
は

⼤
き
い
し
︒
外
部
の
⼈
た
ち
の
反
応
も
明
ら
か
に
良

か
`
た
と
い
う
こ
と
は
確
実
で
︒

学
⽣
の
⼈
た
ち
も
︑
み
ん
な
が
み
ん
な
活
動
に
参
加

で
き
た
わ
け
で
は
な
い
が
︑
団
体
の
趣
旨
と
し
て
の

事
は
や
り
と
げ
た
な
`
て
︒

鮎
澤

⾃
分
は
ぶ
`
ち
Ê
け
⾔
う
と
︑
団
体
と
し
て

は
満
⾜
し
て
ま
す
け
ど
︑
個
⼈
と
し
て
は
全
然
満
⾜

い
く
結
果
で
は
な
い
な
あ
`
て
い
う
の
が
感
想
で
︒

さ
`
き
⾔
`
た
通
り
︑
結
構
葛
藤
の
⽅
が
多
か
`
た

と
思
い
ま
す
し
︑
１
０
０
点
満
点
中
で
⾔
う
と
３
０

点
く
ら
い
︒

!
低
い
で
す
ね
︒

鮎
澤

ま
あ
コ
ロ
ナ
`
て
い
う
外
部
要
因
も
あ
`
た

ん
で
す
け
ど
︒
⾃
分
と
向
き
合
う
時
間
が
た
ぶ
ん
少

な
か
`
た
か
ら
か
︑
結
局
︑
⾃
分
の
リ
!
ダ
!
と
し

て
や
り
た
い
こ
と
は
な
ん
だ
`
た
ん
だ
ろ
う
`
て
︒

振
り
返
る
と
︑
あ
ん
ま
達
成
で
き
て
な
い
の
か
な
`

て
い
う
ふ
う
に
思
`
て
ま
す
︒
で
も
︑
団
体
と
し
て

は
か
な
り
満
⾜
い
`
た
か
な
と
思
い
ま
す
︒

杉
⼭

す
ご
い
⼀
途
だ
よ
ね
︒

!
何
に
対
し
て
で
す
か
？

杉
⼭

何
か
や
ろ
う
と
思
`
た
こ
と
に
対
し
て
⼀
途

だ
な
と
︒

結
構
そ
う
い
う
⼈
多
い
ん
だ
け
ど
︒
こ
の
団
体
に
︒

俺
は
ど
ち
ら
か
`
て
⾔
う
と
︑
ほ
か
の
⼈
に
⾔
わ
れ

る
ん
だ
け
ど
︑
ま
あ
こ
の
ぐ
ら
い
い
`
か
`
て
い
う

と
こ
ろ
は
結
構
あ
る
か
ら
︑
な
の
で
よ
く
や
`
た
ん

じ
Ê
な
い
か
？
満
⾜
︑
`
て
感
じ
で
す
︒

団
体
の
⽅
と
し
て
多
分
１
番
難
し
か
`
た
の
は
︑

ゴ
!
ル
が
⾒
せ
ら
れ
な
い
︒

要
は
事
前
キ
�
ン
プ
と
い
う
も
の
が
何
な
の
か
︑
全

然
み
ん
な
わ
か
`
て
な
い
け
ど
︑
が
む
し
Ê
ら
に
や

る
し
か
な
く
て
︒
い
ろ
い
ろ
シ
�
チ
�
カ
メ
�
チ
�

カ
に
な
`
ち
Ê
う
け
ど
︑
な
ん
と
か
頑
張
`
て
る
ね

み
た
い
な
感
じ
に
な
る
︒

で
そ
う
す
る
と
ま
あ
︑
あ
る
意
味
最
終
的
に
は
︑
⾔

い
⽅
悪
く
⾔
え
ば
︑
み
ん
な
の
や
り
た
い
こ
と
に
終

始
す
る
の
で
︑
な
か
な
か
統
⼀
感
が
持
ち
づ
ら
い
の

が
難
し
か
`
た
な
あ
︒

!
⾃
分
⾃
⾝
に
対
し
て
や
︑
団
体
に
対
し
て
︑
今
ま

で
⾔
え
な
か
`
た
葛
藤
は
あ
り
ま
し
た
か
？

鮎
澤

⾃
分
の
葛
藤
だ
と
︑
こ
れ
は
多
分
︑
⼈
に
も

よ
る
ん
で
す
け
ど
︑
⾃
分
は
フ
�
ト
ワ
!
ク
軽
く
︑

い
ろ
ん
な
企
画
を
数
こ
な
し
て
い
き
た
い
思
い
は
結

構
強
か
`
た
の
で
︑
コ
ロ
ナ
で
︑
制
約
が
か
な
り
⼤

き
か
`
た
て
い
う
の
は
⼤
き
な
葛
藤
だ
`
た
り
と

か
︒

!
ゆ
う
さ
ん
は
？

杉
⼭

⾃
分
の
こ
と
だ
と
︑
⼈
に
気
持
ち
を
伝
え
る

の
が
苦
⼿
で
す
︒
あ
と
感
じ
る
の
苦
⼿
で
す
︒

⼈
が
ど
う
い
う
感
じ
を
持
`
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

を
捉
え
る
の
が
得
意
で
は
な
い
︒

杉
⼭

た
ぶ
ん
そ
こ
違
う
ん
だ
よ
ね
︒
う
ん
︑
そ
こ

あ
ん
ま
り
⾟
く
な
か
`
た
︒

ま
あ
そ
の
頃
は
確
か
に
⾟
い
時
期
だ
`
た
け
ど
︑
余

裕
が
あ
`
た
か
ら
︑
時
間
の
︒

個
⼈
的
に
は
２
年
の
と
き
の
代
表
の
前
半
が
す
さ
ま

じ
か
`
た
︒
新
歓
３
�
⽉
や
`
て
︑
そ
の
間
に
ス

ポ
!
ツ
ユ
ニ
�
ト
１
３
個
⽴
ち
上
げ
て
︑
団
体
メ
ン

バ
!
が
２
０
０
⼈
ぐ
ら
い
い
`
て
︒
け
ど
︑
そ
れ
に

全
然
体
制
が
追
い
つ
か
な
く
て
︒
な
ん
だ
か
ん
だ
⼈

が
離
れ
て
く
み
た
い
な
時
期
が
い
ち
ば
ん
⾟
か
`
た
︒

鮎
澤

⾃
分
は
忙
し
い
の
は
⾟
く
な
い
ん
で
す
よ
︒

忙
し
く
し
た
い
の
に
ヒ
マ
な
の
が
つ
ら
い
ん
で
す
よ
︒

杉
⼭

忙
し
く
し
た
い
⼈
多
い
よ
ね
︑
こ
の
団
体
︒

全
然
わ
か
ん
な
い
︒
ヒ
マ
な
ら
ヒ
マ
で
楽
し
い
じ
Ê

ん
ね
笑

で
︑
⾃
分
も
伝
え
る
の
が
得
意
で
は
な
い
︒

そ
れ
こ
そ
環
境
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
`
て
⼈
を
焚
き

つ
け
る
こ
と
は
で
き
る
け
ど
︑
そ
れ
を
い
い
塩
梅
に

⽌
め
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
︒
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!
こ
の
経
験
を
今
後
に
ど
う
活
か
し
た
い
で
す
か
？

鮎
澤

ず
`
と
⼀
年
⽣
か
ら
⾛
り
続
け
ま
く
`
て
る

の
で
︒

２
年
⽣
の
冬
に
な
`
て
団
体
が
落
ち
着
い
て
⼀
回

ペ
!
ス
ダ
ウ
ン
し
た
時
に
︑
⾃
分
と
向
き
合
う
時
間

が
ち
Ò
`
と
あ
`
た
ん
で
す
け
ど
︑
そ
れ
ま
で
な
か

な
か
な
か
`
た
の
で
︒
定
期
的
に
⾃
分
を
振
り
返
る

時
間
と
か
必
要
だ
な
と
︒

リ
!
ダ
!
と
か
組
織
を
動
か
す
側
`
て
︑
め
ち
Ê
め

ち
Ê
多
忙
に
な
`
て
し
ま
い
が
ち
で
︑
改
善
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
を
失
う
と
か
あ
る
の
で
︒
そ
う
い
う
タ
イ

ミ
ン
グ
を
今
後
設
け
て
い
く
べ
き
な
ん
だ
な
と
い
う

⾵
に
思
い
ま
し
た
︒

!
ゆ
う
さ
ん
が
こ
の
経
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
何
で

す
か
？

杉
⼭

チ
!
ム
と
し
て
何
か
や
る
`
て
こ
と
は
︑
す

ご
い
学
べ
た
こ
と
な
ん
じ
Ê
な
い
か
な
と
思
う
︒

結
局
︑
最
⼤
２
０
０
⼈
と
か
い
`
た
と
き
も
あ
る
し
︑

そ
の
⼈
た
ち
を
引
`
張
`
て
い
く
︒
チ
!
ム
で
何
か

を
し
て
残
し
て
い
く
︒
そ
う
い
`
た
こ
と
は
意
外
と

い
ろ
ん
な
⼈
が
で
き
な
い
こ
と
な
の
で
︑
そ
れ
絶
対

活
き
て
く
る
な
と
︒

組
織
に
も
１
０
０
⼈
の
壁
と
か
あ
る
し
︒

!
ど
ん
な
感
覚
で
す
か
？

杉
⼭

第
六
感
み
た
い
な
︒
あ
あ
︑
こ
の
チ
!
ム
︑

今
こ
こ
が
や
ば
い
な
と
か
︑
こ
の
ま
ま
い
く
と
う
ま

く
い
き
そ
う
だ
な
と
か
︑
そ
ん
な
感
覚
︒
な
か
な
か

⾔
葉
に
で
き
な
い
と
こ
ろ
だ
け
ど
︒

環
境
を
つ
く
る
に
限
ら
ず
︑
例
え
ば
誰
か
１
⼈
に
対

し
て
も
︑
こ
の
⼈
は
ダ
メ
に
な
`
ち
Ê
う
か
も
と

か
︑
こ
の
⼈
は
こ
う
な
`
た
ら
上
⼿
く
い
く
な
と

か
︒

⼈
に
対
し
て
⾒
る
⽬
が
で
き
て
︑
そ
の
⼈
と
の
関
係

性
と
チ
!
ム
が
う
ま
く
い
く
よ
う
に
導
け
る
よ
う
に

す
る
勘
と
か
︒
そ
れ
は
今
後
活
き
て
く
る
と
思
う
︒

!
団
体
の
メ
ン
バ
!
に
つ
い
て
は
ど
う
思
い
ま
す

か
？

杉
⼭
こ
う
な
`
て
欲
し
い
と
か
別
に
な
い
か
な
？

み
ん
な
好
き
に
や
`
て
く
れ
い
！
`
て
感
じ
だ
け

ど
︑
好
き
に
や
`
て
︑
ま
た
ど
こ
か
で
会
う
⽇
が
あ

れ
ば
い
い
な
︒

そ
の
ぐ
ら
い
か
な
︑
う
ん
︒
逆
に
そ
れ
が
こ
の
団

体
`
ぽ
い
`
て
思
う
け
ど
︒

鮎
澤

⾃
分
が
強
い
て
⾔
う
な
ら
︑
こ
の
団
体
と
か

事
前
キ
�
ン
プ
に
関
わ
`
た
よ
と
い
う
事
を
⾊
ん
な

⼈
に
話
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
︒

こ
の
思
い
出
を
⾊
ん
な
⼈
に
話
し
た
ら
︑
こ
の
団
体

の
価
値
が
上
が
`
て
い
く
の
か
な
`
て
︒
活
動
を

や
`
て
き
て
よ
か
`
た
`
て
み
ん
な
が
思
え
れ
ば
い

い
な
と
思
`
て
る
ん
で
︒

杉
⼭

そ
う
だ
ね
︒
学
⽣
時
代
の
よ
り
ど
こ
ろ
の
ひ

と
つ
と
し
て
と
ら
え
て
く
れ
る
と
︑
そ
れ
は
そ
れ
で

い
い
の
か
あ
な
と
︒

し
か
も
︑
た
だ
の
課
外
活
動
︑
本
当
に
み
ん
な
ち
Ò

こ
ち
Ò
こ
関
わ
り
た
い
だ
け
な
ん
だ
け
ど
︑
そ
ん
な

中
で
︑
ど
う
や
`
て
団
体
と
し
て
︑
み
ん
な
に
と
`

て
楽
し
く
︑
や
り
が
い
の
あ
る
空
間
に
し
て
い
く
か

て
い
う
の
は
︑
活
き
て
く
ん
じ
Ê
な
い
か
な
？
ス
キ

ル
と
か
感
覚
と
か
︒

ま
あ
あ
と
は
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
ん
ば
`
て
い
き
ま

し
Ò
う
と
い
う
感
じ
で
︒

鮎
澤

理
想
を
⾔
え
ば
︑
ス
ポ
!
ツ
の
現
場
に
か
か

わ
`
て
ほ
し
い
ん
で
す
け
ど
ね
笑

冗
談
で
す
け
ど
︒

杉
⼭

そ
れ
は
あ
ゆ
さ
わ
く
ん
の
感
想
と
し
て
︒
笑

鮎
澤

断
定
は
で
き
な
い
で
す
け
ど
︑
⾃
分
は
ス

ポ
!
ツ
の
現
場
に
何
か
し
ら
の
形
で
関
わ
る
の
で
︒

み
ん
な
も
何
か
し
ら
に
関
わ
`
て
く
れ
た
ら
笑

ま
あ
で
も
︑
そ
れ
ぞ
れ
⽣
き
⽅
が
⾃
由
な
の
が
︑
こ

の
団
体
ら
し
い
ん
じ
Ê
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
︒

み
ん
な
の
生
き
方
が

自
由
な
の
が
E
こ
の

団
体
ら
し
い
.

５
⼈
く
ら
い
の
班
単
位
と
か
︑
そ
の
反
対
で
︑
ク
ラ

ス
単
位
の
の
３
０
⼈
と
か
︑
そ
う
い
う
の
と
は
ま
た

全
然
違
う
動
か
し
⽅
を
し
て
い
る
︒

32



33



活動の振り返り、楽しんでいただけたでしょうか？この一冊を通して、KEIO
2020 projectについて、少しでも多くの方々に知っていただけたら嬉しいです。

2021年度は待ちに待った事前キャンプが行われ、今までの集大成といえる年に
なりました。コロナウイルスに負けず、万全の体制でイギリス選手団をサポー
トできた私たちの活動が、レガシーとなり、次の世代へ受け継がれていくこと

を願っています。

これまでKEIO 2020 projectの活動にご協力してくださった皆様、そして関係者
の皆様、本当にありがとうございました。

皆様の今後の人生にとってこの活動が、大切な宝物となれば幸いです。

Fin.
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YEARBOOK 2022 Phase #3

制作班
3年

杉岡由貴 Yuki Sugioka

2年
後藤⽇向⼦ Hinako Goto

1年
⾸藤環 Tamaki Sudo

⾼柳亜弥⽃ Ayato Takayanagi

⽂章協⼒

4年
⼤類なをみ Naomi Ohrui

杉⼭佑 Yu Sugiyama

佐保⽥美和 Miwa Sahoda

⿑藤⾥菜 Rina Saito

楠本記⼦ Noriko Kusumoto

3年
鮎澤誠⼆ Seiji Ayusawa

梶愛莉 Airi Kaji
河原彩乃 Ayano Kawara
林ことみ Kotomi Hayashi

⽵内しおり Shiori Takeuchi

2年
割⽥千咲 Chisaki Warita

特別協⼒
体育研究所 (Ins5tu5on of Physical Educa5on)

所⻑ ⽯⼿靖 Yasushi Ishide

専任講師 稲⾒崇孝 Takayuki Inami

専任講師 福⼠徳⽂ Norifumi Fukushi

助教 東原綾⼦ Ayako Higashihara

助教 寺岡英晋 Eishin Teraoka



Facebook：KEIO 2020 project
Instagram：@keio2020project
Twitter：@KEIO2020project
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